遊びの記録から見える親子の変容 : 子育て支援ルームGENKiの関わりから by 楢野, 眞利子
１．問題と目的
（1）子育て支援制度の充実と利用の現状
　現代社会は、子育て・子育ちの難しい時代で
あると言われている。子育てが難しくなった背
景として、少子化、都市化、核家族化など様々
な社会背景が指摘されている。今の親たちの世
代は少子化の中で育ち、親としての学びや経験
の場、環境がなかったため、子育てを知らない
まま親になる人が増えている。しかも、地域で
のコミュニティ活動の低迷化にともない、子育
てをする親は、地域の中で孤立しがちである。
さらに、このような状況が、母親に子どもとう
まく関われない、どうしていいか分からないと
いった子育てに対する不安を抱かせている。
　こうした少子化や地域の社会の衰退という社
会環境を踏まえ、少子化対策や子育て支援に関
わる国の施策や法制度が、1980年代後半から講
じられた。1989年の「1.57ショック」を契機に、
仕事と子育ての両立支援など、子どもを産み育
てやすい環境作りに向けての対策が検討され始
めた1）。
　1999年の「新エンゼルプラン」では、保育サ
ービス等の子育て支援サービスの充実が示され、
母子保健や子育て相談事業などを加えた、具体
的な子育て支援サービスの内容が組み込まれた。
しかし、1990年代以降に生じてきた育児家庭の
疎外や母親の育児の孤立が問題視されるように
なり、コミュニティ再生に向けた子育て支援が
必要であるとして、2004年に「少子化社会対策
大綱」が示された。この中で国は、若い親たち
に、育児に自信を持ってもらおうとする理念を
掲げ、2007年には、子育て支援をめぐる取り組
みである子育て支援センター事業と、つどいの
広場事業を再編し、子育て支援拠点事業を創設
した2）。
　ところで親たちは、地域の子育て支援センタ
ーをどのように利用し、どのような支援を求め
ているのだろうか。
　崔・篠原（2005）は、センター事業利用者調
査から見ると母親は、育児にイライラしたり自
信がなかったりと言った否定的な育児意識を持
つものが多く、育児不安の高い親ほど子どもと
つき合う技術や、子育ての知識を求める傾向
が見られる。さらに、日々の子育てに疲れ果て、
この疲れや辛さから解放される何かよい子育て
の方法や手立てはないものかと、苦慮している
様子がうかがえる。しかし母親自身のネットワ
ークが狭く、対人関係を自分から作って行くこ
とが苦手であるため、その解決策を支援者に孤
立しがちな育児の現状を話し、共感を得ること
で気分の安定をはかると言った支援を求めてい
るという3）。
　また、中谷（2008）が行った4ヶ月児および
1歳半児を持つ母親を対象にした調査によれば、
親たちが地域の子育て支援に望む援助は、情緒
的援助・情報的援助・ネットワーク援助・手段
的援助という4つに分類できると言う。
　情緒的援助は、母親にあたたかい雰囲気を与
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え、子育てについて一緒に考えたり、悩みやス
トレスを発散したりする場の提供であり、情報
的援助は、子どもと付き合う技術や育児につい
ての知識、子育て全般に関する情報が得られる
ことである。ネットワーク援助は、子どもの友
達作りや母親の仲間作りが促進されることであ
り、手段的援助は、具体的な遊びや活動作りと
言った、育児中心の生活から解放されるための
一時保育サービス・就労支援が受けられること
であると述べている4）。
　また、この調査では、母親たちが望む援助項
目を、育児に満足しているかどうか、不安を抱
えているかどうかによって比較している。
　育児に満足感が高く育児不安の低い母親は、
育児サークルや親子教育など、他の親子と交流
しながら自分自身も情緒的な体験が得られるよ
うな支援形態を求めている。これに対し、育児
が楽しいと感じられず育児不安の高い母親は、
子どもの遊び場や育児サービスといった援助や
子どもとのつきあい方や育児についての知識と
情報を求める傾向があり、こうした母親は育児
相談や親子教室、育児サークルなどといった人
との関わりを持たなければならないような支援
形態を求めず、支援者側との双方的な関わりに
対する消極的な姿勢がうかがえるとしている。
　このように中谷は、「母親たち一人ひとりの
中にある他者との違い（つまり個性）を自分ら
しさとして肯定的に感じられるようなサポート
が必要」5）だと述べている。
　汐見（2008）は子育て支援について、親の育
児の支援であるが、それは子育てによって子ど
もが健やかに育つための支援であり、支援の営
みは、子どもを育てるという行為を個々の家庭
の営みだけではなく、社会が責任を持って家庭
を巻き込みながらサポートしていく営みである。
そして、子育てをしている人を社会全体が応援
する社会にすること、親としての姿勢や育児力
をつけるための支援であるとしている6）。
　さらに、汐見は育児力について「親として自
己決定しながら、育児を続けていること」であ
り、「自分で悩み、考えて、自分で決めてこそ、
親としての自信が育ち、失敗から学ぶことがで
きる力」だと定義している7）。
（2）親子が成長する子育て支援とは
　森野（2006）は、子育て支援教室での親子の
成長を記録から報告している8）。「支援教室
では、親子が初めて参加したときから見てみる
と、成長したのは子どもだけではなかった。第
三者の立場から見るとお母さん方の姿も、どん
どん変わってきた感がある。初めは、自分の子
どもが遊ぶ姿を見ているだけであったお母さん
が、最近では他の子どもが泣いていると、その
子に寄り添い、あやしている。一見しただけで
は、どれが本当のお母さんなのか分からないと
いった風景が、あちこちで見られるようになっ
てきた」9）と言っている。
　親たちは、支援教室に参加する中で、わが子
だけでなく、どの子に対しても親としての責任
を果たす中心的役割を担う存在になっていく。
さらに森野は、親子がともに解放されることで、
ぎくしゃくし冷たかった関係から、ゆったりし
た温かい関係へと変化していくことを報告して
いる。母親は、子育て支援教室に参加すること
で子育て力を高め、親子の関係性を構築し親子
の成長を促していると言う10）。
　1992年に、東京都武蔵野市は国の制度に先が
けて、子育て広場「0123吉祥寺」を設立した。
「0123吉祥寺」の誕生と運営に関わった柏木・
森下（1997）は、この子育て広場の理念を「み
んなで育てる」ことであり、ここに来る親た
ちの共有姿勢だと指摘している11）。さらに柏
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木・森下は、親たちが「0123吉祥寺」で多くの
人と出会い、支え合える関係の重要性について
「たくさんの人に出会う中で、価値観の違いに
も気づき、子どもの扱い方の違いも発見できる。
また、いろいろな考え方や方法があることに気
付くと、改めて自分自身はどのように考えるか
が問われることになる。ここでの出会いや交流
は、親同士が支え合い学び合う場でもある。こ
の場の中で、子育てのモデルを見つけることで、
あんな母親になりたいとか、あんな子どもに育
ってくれたらいいな、と学んでいく」12）と語
っている。
　このように、さまざまな価値観や子ども観を
持った親との出会いが、子育てに関わるいろい
ろな考え方や方法に気づかせるとともに、親自
身の子育てについて省察する機会をもたらすと
思われる。
　また、親同士が支え合い学び合う中から、あ
こがれの母親像や子ども像を見いだしながら、
親は向かうべき具体的な到達点が定めやすいと
考える。
　また高嶋（2007）は、自然な親の変化だけで
なく、支援を一人一人の親のまなざしや、子ど
もに関わる姿勢の変容にまでつなげていくよう
に主張している。高嶋は、幼稚園入園当初、母
子分離や他児との関わりに難しさを抱えた子ど
もが、園生活の様々な経験を通して得られたエ
ピソードをもとに振り返り、子どもと親と保育
者が共に育ち、育ち合う場がどのように生成さ
れて行ったのかを明らかにしている。「母親が、
わが子の育ちを確認するだけではなく、同時に、
自分自身のこれまでの子育ての姿勢を振り返る
『省察』の契機が生じてくる」13）としている。
　さらに子どもの姿や、他児との関わりを描き
出したエピソードを通して、親子は子どもの葛
藤や経験の重要性を、子どもの具体的な姿から
見えてきた実感をきっかけに変容していくと述
べている14）。
　このように、現在の子育て支援には、高嶋が
主張するように、みんなで子育てをする環境を
整えるとともに、エピソードを通して、親の子
どもに関わる姿勢の変容にまでつなげていく必
要がある。
（3）親子の関係性とそれを支える環境とは
　鯨岡（1999）は、現代の子育ての問題を次の
4点にまとめている。①親たちが育児を自分の
気持ちを思い通りに展開したいと強く願い過ぎ
る。②親自身が、これまでの自分のマイナス
の部分を否定し、それを乗り越えようと強く生
きてきた分、それを子どもにも求めようとする。
③核家族化によって、育児の世代間リサイクル
が途切れがちになり、病院や相談機関などの第
三者機関の援助やメディアを媒介とした、出産
や育児情報に依存せざるを得なくなり、今日の
「密室化」「情報依存」という子育ての難しい
状況を創り出してきた。④母親が独りで育児を
担っていかねばならず、心に余裕がなく子ども
のマイナスの部分を受け止めにくくしているこ
とが、子育てを難しくしていると述べている15）。
　このように、子育ては、「不安感」や「負担
感」と言った、子育ては難しいとするマイナス
な感情に関心が向けられるが、「子どもはかわ
いい」「子育ては楽しい」と言った、プラスの
感情もある。従って、母親自身の成長を感じる
「成長感」や「自己肯定感」を子どもとの関わ
りから得ることができれば、母親の子育て力の
向上につながると思われる。
　さらに地域の子育て支援施設での温かな他者
からの声かけや、コミュニケーションを通して、
母親は自分自身の育児を顧みることで、気づき
の始まりになると考えられる。
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　そこで本研究では、地域の子育て支援環境が
緊張した親子の関係性に及ぼす影響を、記録を
取りながら探っていくことを目的とする。特に、
多様な親たちによって生み出されるあこがれの
母親像が、子どもとの緊張した親子関係にもた
らす影響に注目しながら、親子の関係性の変容
を探りながら成長の過程を辿ることとする。
２．方法
（1）観察対象者：Tくん（1歳）と母親
　子育て支援ルームGENKiのスタッフから紹
介された、関わりが気になる親子の中から、数
回の観察を続け2015年12月に入室したTくん親
子を対象とした。抽出した理由は、母親のTく
んへの否定的言葉や、強制的・指示的な関わり
方にある。
（2）観察期間
　2016年4月～10月
（子育て支援ルームGENKiの開室日時、月・
火・木曜日の1～2回　午前9：00～12：00の中
で親子がルームに遊びに来る時間帯）
（3）観察方法
　子育て支援ルームGENKiの中で遊ぶTくんと
母親の様子を、観察者一人がデジタルカメラで
撮影する。また、参与観察しながら記録する。
３．結果
（1）遊びの抑制と指示
　【事例１】「投げないよ」
2016年4月18日（月）
　Tくんが楽器コーナーで鈴を鳴らし始めると、
お母さんも一緒に鈴を鳴らし、「きれいな音や
なあ」と話しかけた途端に、自分の持っていた
鈴を投げつけてしまった。続いて向かったキッ
チンコーナーでも、テーブルの上に置かれた野
菜を投げつけた。こうしたTくんに対してお母
さんは、「T終わりやったらここにしまいや」
「投げない。ここに片付ける」と注意し、「懲
りないなあ」とつぶやきながら片付けていく。
続いて、木のトンネルに吊るされた鈴を鳴らし
ていると、Aくんがやって来て一緒に鈴を鳴ら
し始めた。お母さんは、「一緒にどうぞと言う
んやで」と指示をしたが、Tくんは鈴に夢中に
なっている。Tくんの動きに囚われているため
か、Aくんのお母さんが、「AはTくんと同じ
ことをしている。AはTくんに興味があるのか
な」の問いかけにも、「そやね」という素っ気
ない対応で会話が進まない。
（2）子どもの姿が「見えてくる」こと
　【事例２】「じょうず！」
2016年4月19日（火）
　Tくんは、お母さんに「すべり台するか」と
誘われて、すべり台に向かった。お母さんに両
手を持ってもらいながら階段を上がり滑ったも
のの、一人で滑る怖さからかこわばった表情
で楽しさが感じられない。お母さんが、「Tは、
びびりやな」と厳しい言葉をかけた。そこへ、
バギーを押しながらAくんがやって来た。Tく
んは、Aくんの姿を目で追うと、すぐさま空い
ているバギーを見つけて押し始めた。車両の動
きと歩く速さがかみ合わず何度もひっくり返り
そうになったが、徐々に上手く押すようになっ
て来た。Aくんのお母さんが、「Tくん、上手
に押しているね」と声をかけると、「本当にね。
上手になってびっくりするわ」と返事をした。
（3）子どもの姿と対話する
　【事例３】「すべったよ！」
2016年4月25日（月）
　Tくんは、一歳上のRちゃんがすべり台の階
段を上り始めると、後ろについて上り始めた。
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Rちゃんのお母さんが、Tくんが階段を上る体
をそっと後ろから支え「大丈夫よ」と声をかけ
た。Tくんのお母さんが、「Tはビビりやから
無理やで。やめとき」と言ったが、Rちゃんの
後ろにピッタリくっついて上手に滑ることがで
きた。Rちゃんのお母さんが、「上手、頑張っ
たね」とTくんに声をけると、Tくんのお母さ
んは、「Rちゃんのお母さんは、子どもを上手
に褒められるわ。褒めんといかんなあ」とつぶ
やいた。
　【事例４】「まっすぐ伸ばして…できた！」
2016年5月16日（月）
　Tくんは、トレインカースロープで3連結の
汽車を持ち上げて、スロープに乗せようとして
いる。お母さんが、その様子を見て「T無理や
で」と言ったが、何度も諦めないで挑戦してい
る姿を見て「汽車を伸ばして」と声をかけると、
自ら端と端を持ってスロープの上に置いて見せ
た。Tくんは、カタカタ音を立て下っていく汽
車をすぐさま持ち上げると、お母さんと同じよ
うに汽車の端と端を持ち、スロープの上に置く
と汽車が音を立てながら下って行った。Tくん
は、汽車持ち上げながら「でーた」と言うと、
お母さんが、「できた。良かったね」と、すぐ
応答された。Tくんの顔を見ながら、「すごい。
覚えているんやなあ。小さいから教えても無理
と思っていたけど、できるもんやね」と話した。
（4）関わりを楽しむ
　【事例５】「・・・く　ぼく知ってるよ」
2016年8月22日（月）
　 お 母 さ ん は 、 「 最 近 、 こ の 子 が 可 愛 く
て・・・」と話しながらTくんの遊ぶ姿を見て
いる。そこへTくんが、「・・・く、・・・
く」と言いながら積み木を運んで来た。する
とお母さんが、「さんかく」とすぐに答えて
いる。Tくんは、嬉しそうに三角の積み木をビ
リボの中に入れた。また同じように「・・・
く、・・・く」と言うと、お母さんは、「しか
く！ね」と、Tくんの目を見て話した。ビリボ
の中に四角の積み木を入れると、お母さんの背
中にもたれるとほっぺをくっつけたり、背中を
なでたりして甘えていた。お母さんも、Tくん
に「積み木の家、作ったの」「重いの運んだ
ね」と、語りかけていた。
４．考察
　事例１のお母さんの対応は、周りへの遠慮
からTくんに「あるべき」「ねばならない」姿
を求め、Tくんの思いとズレている。Tくんは、
楽器コーナーで鈴を鳴らしているかと思うと、
途中で投げつけ、続いてキッチンコーナーでも
机の上に置かれていた野菜を投げつけた。こう
した行動の背景には、Tくんが音の鳴るものに
興味を持っていたことにある。一人で音を鳴ら
して、存分に楽しみたい思いがお母さんに邪魔
され、自分の持っていた鈴を投げつけただけで
は収まらず、さらにキッチンコーナーの野菜ま
で投げつけたのではないか。
　スタッフのインタビューによれば、お母さん
がTくんと一緒に遊ぶという行為は、入室来初
めて見られる関わりであった。こうした取り
組みも、Tくんの思いに沿わないと逆効果にな
る。一人で音を楽しみたいTくんの苛立ちをあ
おり、お母さんは、「T終わりやったら、ここ
にしまいや」「投げない。ちゃんとここに片付
けるのよ」と注意する結果となった。お母さん
が、「懲りないな」とつぶやきながら野菜を片
付けている姿からは、どうかかわればいいのか
途方に暮れている様子が窺える。こうしたお母
さんの余裕のなさが、Aくんのお母さんの問い
かけに対する素っ気なさをもたらしている。
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　事例２では、Tくんはお母さんと一緒にすべ
り台に向かったものの、こわばった表情で滑っ
ている。一人で滑ることへの不安な気持ちが、
こわばった表情からうかがえる。しかしお母さ
んは、「Tは、ビビりやなあ」と否定的な言葉
をかけている。スタッフのインタビューによれ
ば、こうした否定的で厳しい言葉は来室以来日
常的に使われており、お母さんのどうしたらT
くんが喜ぶのか分からないと言ったうめきにも
とらえられたと言う。
　しかし、TくんはAくんの姿を目で追うと、
一生懸命バギーを押している。Aくんのように
上手に押したいという思いが感じ取れる。A
くんのお母さんが、「Tくん、上手に押してい
るね」と声をかけると、Tくんのお母さんも、
「本当にね。上手になってびっくりするわ」と
返している。Aくんのお母さんの言葉は、Tく
んのお母さんの感動を引き出す契機となった。
Tくんのお母さんに、自分なりの意思や思いを
持って、新しいことに挑戦し達成していく頼も
しいTくんの姿が見えてきた。
　事例３においても、Tくんのお母さんは、す
べり台に向っているTくんに、「Tは、ビビり
やから無理やで。やめとき」と声をかけた。し
かし、TくんはRちゃんの後ろにぴったりとく
っついて滑り始めた。Rちゃんの滑る姿に、引
き付けられたTくんだった。この様に子どもは、
子育て支援ルームの中で仲間と出会うことで、
できないことに挑戦してみようとする意欲に
かき立てられる。さらに、Tくんのお母さんは
Rちゃんのお母さんの「上手、頑張ったね」の
言葉に、「Rちゃんのお母さんは、子どもを上
手に褒められる。褒めんといかんなあ」と、自
分のこれまでの子育ての姿勢を振り返っている。
そして、自分の言葉とRちゃんのお母さんの言
葉の違いが、Tくんに与えた影響を感じ取って
いる。Rちゃんのお母さんの声かけが、Tくん
の挑戦する意欲に繋がっていることにお母さん
も気付いている。
　事例４では、お母さんの対応が、この頃から
Tくんの様子を見ながら指示し、後はじっくり
見守り達成感を一緒に味わう姿に変化してきた。
Tくんが、何回も汽車をスロープに載せようと
する姿に、「T無理やで」と一度は突き放すよ
うに応答する。しかし、「汽車を伸ばして」と
アドバイスをしたかと思うと、両手で汽車の端
と端を持って汽車をスロープに載せるモデルを
示した。そして、Tくんはお母さんに教えても
らったようにすると、お母さんは「すごい！覚
えてるんやなあ」と驚きを隠せない。この言葉
には、Tくんの姿や関わりを持つ「意味」を再
確認した思いが込められている。Tくんの「で
ーた」の声に、お母さんが「できた。良かった
ね」と即答しているのも、Tくんの何でも吸収
しようとする力強さに思わず反応した様子であ
る。
　事例５では、1か月ぶりのTくん親子の来室
であった。お母さんはスタッフに、「最近この
子が可愛くて・・・」と語り、Tくんとのやり
とりが楽しくて仕方がないと言う様子が窺える。
Tくんの「く！」の言葉は、最近覚え始めた形
を表す「さんかく」の「・・・く」であった。
お母さんにはTくんが、「・・・く、・・・
く」と言いながら三角の積み木を運んできた時
点で、それがわかったようである。お母さんが
「さんかく」と言うとTくんは、嬉しそうな表
情を浮かべる。そして、このお母さんの応対的
な対応に納得したように、青いビリボに三角の
積み木を入れた。さらに、お母さんの背中にも
たれてほっぺたをくっつけたり、背中を撫で
たりして思いっきりお母さんに甘えている。こ
うしたやり取りには、他者にはわからない暗黙
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の了解事項が込められているようである。また、
Tくんのお母さんへの信頼をより確かなものに
し、お母さんの「積み木の家作ったの」「重い
の運んだね」といった言葉かけの中に、Tくん
とのやりとりとともに、育児への自信も窺える
ようになった。
５．まとめと今後の課題
　本研究では、母親の子どもへの否定的な言葉
や、強制的・指示的な関わりが気になる親子が、
子育て支援ルームに参加することで、どのよう
変容して行くのかを記録を取りながら検討して
きた。
　Tくんのお母さんは、子育て支援ルームの中
で出会う他者との関わりや、Tくんの姿を見る
ことで自らの子育てを省察するとともに、Tく
んとの関わりを楽しみ始めた。お母さんに影響
を及ぼしたと思われる他児のお母さんの声かけ
や態度、それに対するお母さんの応答をまとめ
るとお母さんに影響をもたらしたのは、Aくん
とRちゃんのお母さんであることがわかる。
　①Aくんのお母さんは「AはTくんと同じこ
とをしている。AはTくんに興味があるのか
な」と述べている。Tくんに関心を持っている
Aくんの様子や、Tくんの挑戦する姿を言葉に
して表現することで、Tくんのお母さんがわが
子を見る観点を教えている。
　②Rちゃんのお母さんは、すべり台を滑り降
りる際の言葉かけや、ほめることがTくんに与
えた影響を目のあたりにさせた。何より、Rち
ゃんのお母さんのおかげで、自信を持って滑る
ようになっている。このTくんの姿や、「Rち
ゃんのお母さんは、子どもを上手にほめられる
わ。ほめんといかんなあ」というお母さんのつ
ぶやきは、お母さんの今までのやり方に対する
省察と、自分なりの意思や思いを持って乗り越
えようとするTくんの具体的な姿が、Rちゃん
のお母さんの関わり（これまでの自分の関わり
との違い）から見えてきたと考えられる。
　③事例５（8月22日）では、お母さんはスタ
ッフに、「最近、この子の言っていることがわ
かり出したからかもしれないけど、一緒にいる
と可愛くて」と述べているように、子育てに
喜びを感じている。しかも、気持ちをスタッ
フにストレートに出している。そのTくんの語
彙が増え、意図が伝えられるようになってき
たことも大きいが、それ以上にTくんの気持ち
を読み取る力の獲得も無視できない。Tくんが、
「・・・く、・・・く」と言いながら三角の積
み木を運んでくると、お母さんは「さんかく」
と声かけをしている。お母さんが、形に興味を
持ち始めたTくんの発話を、理解できているか
らである。
　子育て支援ルームでの「遊びの記録」は、こ
うした点からも、母親が子育てを共にして楽し
み味わう資源として重要である。
　また、多様な人が集う中での子育ては、親自
らの子育てへの省察と、わが子の力を他者と共
に共有できる点に支えられている。子どもの良
さを認め合い育んでいく豊かな土壌が、多様な
人のもたらす価値観から生み出される。
　子育て支援ルームでの事例から、子どもや他
者との関わりに難しさを抱えている母親が、多
様な他者との関わりや子どものたくましい姿を
見ることで、子育てを省察し、その楽しさを味
わうまでに変容していく過程をたどることがで
きた。その中で、筆者自身もスタッフや多様な
人たちに支えられながら、自らの子育てを省察
することがしばしばであった。Tくんのお母さ
んの姿を通して、子どものたのもしい姿や多様
な人の支援が子育てにはいかに重要であるのか
も認識できた。
遊びの記録から見える親子の変容
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　しかしながら、子育て支援ルームに来室する
日数は、保育所や幼稚園での研究結果とは異な
り一定のものではない。従ってここで取り上げ
た事例も、Tくん親子の来室に左右され、思う
ように集めることができなかった点などを多く
の課題を残すことになった。
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付記
　本研究は、楢野眞利子（2016）「子育て支援
における多様な他者との関わりがもたらす親子
の変容−子育て支援ルームGENKiの記録から
−」（平成28年度兵庫教育大学大学院修士論
文）の一部を加筆修正したものです。研究にご
協力頂いたTくんとお母さん、子育て支援ルー
ムGENKiのスタッフの皆様、有難うございま
した。
